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全 国の教室に露頭を届ける 「地層宅配便」 計画
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1　 目　的

　地層分野 の 学習で は、実際 の 露頭 を観察す る

こ とが重 要と され るが 、実際には児童 ・生徒が

露頭 を観 察す る機 会は ほ とん どな い の が現 状

で あ る。著者 らは 、全国 の 児童 ・生徒が露頭 に

触 れ る 機 会 を提 供す る こ とを 目標 に、全国 の 地

層か らは ぎ取 り教材 を作成 し、教師用指 導書、

ワ
ー

ク シ
ー

ト、授 業計画 案か らな る教材 を作成

し、全 国の 学校 で 教員が 自由に教材 を利用 で き

る 「地層宅配 便 」シ ス テ ム の 構 築を試みて い る 。

今年 度は 全 国 の 代 表 的な露 頭 の 剥 ぎ取 り教材

を蓄積 して い く こ とを 凵慓 と して い る．

　本 ワー
ク シ ョ ッ プで は、剥 ぎ取 り教材 を展示

す る ととも に、露頭模型を用 い た剥 ぎ取 り教材

の 作成法に つ い て 演示す る レ定で あ る、

2 　方　法

　植本 （2008 ）の 方法 を参考に 剥 ぎ取 り標本の

作成 を行 う、．露頭 の 表 面 を鎌で整形 し、布 （農

業用寒冷紗 を用 い た）を固定す る。次に Ilycel

OX −1 と水を 1：7 の 割合で バ ケツ 内 で 素早 く混

合 し 、布 の 表面に 塗 布す ろ，、約 20 分後、鎌 を

用い て 露頭 を剥 ぎ取 る （図 1）。剥 ぎ取 り後、

試 料を水洗 い し、乾燥 ・保 存す る　（図 2 ）．、
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　　　 図 1　 露頭 の 剥 ぎ取 りの 様 子

3　 今後に向けて

　露頭の 剥 ぎ取 り教材
．
は 、 現 実 の 露頭 に 最 も近

い 教材で あ り、教材 を用 い る こ とで 、実際 の 露

頭を多数 の 児 童 ・生徒に 見せ る こ ととほ ぼ同様

の 教育効果が期待 で きる。 こ れによ り児 竜
・生

徒 の 実感 を伴 っ た理解が 飛躍 的に 高ま る こ と が

期 待 で きる。

　今後は作成 し た 剥 ぎ取 り教材か ら、小 学校 ・

中学校理 科 の 教育課程で重要 となる観察項 日を
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1する と と も に、抽出し た観察項 目をもとに

試 料 ・指導書 ・ワ
ーク シ

ー
トなど か ら成 るセ ッ

ト教材 を作成 し、小 巾学校 で の 試 用 を 通 して そ

の 教育効果 を検証 す る 予 定 で あ る。

叢
灘 輳

図 2　 剥 ぎ取 り試料 の
一一

例

　本 ワーク シ ョ ッ プ に て 、参 加 者 と 1剥ぎ取 り

教材 の 有効 的な活用 方法に つ い て 活 発 な議論

が で きれ ば幸 い で ある。
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